
 

 

右の図のような側面がすべて長方形である三角柱 ABC − DEFがあ 
り，AB = 3，AC = 6，AD = 6，∠BAC = 90°とする。 ACの中点を G，BCを 1：2に分ける点を Hとし，Gから DFにひ
いた垂線と EFとの交点を Jとする。 
次の問いに答えなさい。 

《東大寺学園高》 (1) 3点 G，H，Eを通る平面と DFとの交点を Kとするとき，DK
の長さを求めよ。  (2) (1)のとき，四角錐G − KEJIの体積を求めよ。  (3) 三角錐G − HEJの体積を求めよ。   
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